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研究要旨 

HIV感染症は診断の遅れにより治療困難な状態に陥ることがあり、また二次感染の予防

のためにも早期の治療導入が重要である。しかしながら、本邦では他の性行為感染症のた

めに受診して場合でも、HIV感染症が適切に診断されていない。 

我々は厚生労働省のレセプト情報・特定健診等情報データベース（NDB）を用いて、本

邦のHIV感染者における梅毒の併存状況や診断遅延の可能性について研究を行った。2016

年に新規にHIV感染症と診断され抗ウイルス薬を開始された 1,521名を対象とした。この

中で 646 名(42.5%) が 2011年から 2018年までの間に梅毒と診断されていた。HIV感染

の診断前に梅毒で受診した患者は 100名いたが、この中で HIV検査が実施されたのは 17

名 (17.0%)のみであった。 HIV感染症の診断後にも、年間 50名以上が梅毒に罹患してい

た。 

HIV感染症の早期発見は重要であるが、梅毒感染者の多くで HIV検査が行われていない

現実が明らかになった。HIV感染の判明後も梅毒に罹患する患者も多く、HIV感染診断後

にも適切な性感染症予防の啓発が必要である。 

 

A. 研究目的 

本邦ではHIV感染症が専任医によって

拠点病院で集中して診療されており、地域

のクリニックや一般病院における「早期診

断」は適切に行われていない。地域に密着

した医師（非専任医）もHIV診療に参加

することが効率的であり、かかりつけ医の

協力が不可欠である。しかし、総合診療医

/プライマリケア医のHIV感染症の知識は

不十分であり、その教育のための基盤デー

タも整備されていない。 

 

B. 研究方法 

NDB とは、平成 18 年の医療制度改革

を受け、全国医療費適正化計画及び都道府

県医療費適正化計画の作成、実施及び評価

に資するために収集されたレセプト情

報・特定健診等情報データベースの事であ

る。厚生労働省が保有し、現在レセプトデ

ータは電子化されたデータのみで約 100

億件、特定健診保健指導データは全データ

の約 1 億件超を格納している。医療費適

正化計画作成のための調査及び分析等の

本来目的以外の利用においては、申請資格

を有する者が、医療サービスの質の向上等

を目指した正確な根拠に基づく政策の推



 

進に有益な分析・研究または学術研究の発

展に資する目的で行う分析・研究に利用す

ることを、有識者会議における審査におい

て認められた場合に利用が認められてい

る。 

本研究では、NDB を用いて抽出した

2009 年から 2019 年までに治療開始され

た本邦のほぼ全てのHIV感染者（28,089

名）のデータについて、併存症や抗 HIV

薬以外の投薬状況などを詳細に解析し、非

専任医が診療する際の留意事項を整理し

た基盤資料を作成した。 

 

C. 研究成果 

NDBを利用し、2016年に新規にHIV

感染症と診断された 1,521名（男性

93.2%）の梅毒の感染状況について検討し

た。646名 (42.5%) が 2011年から 2018

年の間に梅毒に罹患していた。HIV感染

症の診断後も、全国で年間 50名以上が梅

毒に罹患していた(2017, n = 65 (4.3%); 

2018, n = 58 (3.8%))。 

 

（図 1）梅毒罹患者数 

 

100名は HIV感染症の診断前に梅毒と

診断されていたが、その中で HIV感染症

の検査が実施されていたのはわずかに 17

名 (17.0%)であった。  

（図 2）HIV検査が行われた梅毒患者割合 

D. 考察 

 2014 年の国連合同エイズ計画

(UNAIDS)では、HIV 感染者の 90%を

診断し、その 90%以上に抗 HIV 療法を

行い、その 90%以上でウイルス抑制を

達成する”90-90-90”が診療の目標とさ

れたている。しかしながら日本では

85.6% の感染者しか診断されていないと

の報告もあり（Iwamoto A, et al., PLoS 

One 12: e0174360, 2017）、診断の遅れが

問題となっている。 

本研究からも本邦では梅毒患者の多く

が HIV 感染症の合併を見逃されているこ

とが明らかになり、非専任医による早期発

見の啓蒙が重要であることが再度示され

た。早期発見と早期の治療開始により、2

次感染の予防と治療費の削減が見込まれ

る。この活動を元に、日本医師会、東京都

医師会でも同様の取り組みを行い、皮膚科

医、泌尿器科医等、さらに多くの医療従事

者の普及啓発を行う予定である。 

 

E. 結論 

HIV 感染症の早期発見は重要であるが、

本邦の梅毒患者の多くが適切に HIV検査

を行われていないことが明らかになった。

この結果は今後、皮膚科医や泌尿器科医も

含め、非 HIV専任医に広く周知を行う必

要がある。HIV感染症の診断後も梅毒に

罹患する患者は多く、HIV感染症診断時

の患者教育も大切である。 
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